
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●各委員の取組を進める上での課題について 

・事業目的の達成のため、一つの領域にとどまらず多様な連携を広げたい。 

・情報の伝達手段を様々な形で持っておく必要がある。 

・個人や団体だけで実行の難しい取組は、行政等の支援が必要である。 

・良い取組に興味を持つために市民意識を高めていくことが重要である。 

・将来を担う子どもたちへのわかりやすく伝えることが重要である。 

・新型コロナウイルスの影響で、連携の場が減っている。 

・興味や関心がまだまだ低く、地域に根付いていない。 

・どのように発信の場を確保し、広げていくかが課題である。 

・取組の意義や目的、理念について積極的に周知していく必要がある。 

・取組の内容や目的を周知し、理解と協力を図っていく必要がある。 

・職員理解の促進が求められている。 

●意見交換について 

【連携に関する意見】 

・ＳＤＧｓと取組の結びつきを意識してアピールすることで、様々な 

団体と連携する契機になる。 

・広がりを持たせるためには、連携して取り組んでいく必要がある。 

・地域の同じ目的を持っている方と連携して発信力を高めたい。 
 

【情報発信に関する意見】 

・情報に出会う場を増やすことで、まち全体の意識が上がってくる。 

・コロナ禍においても発信する機会を確保することが大切である。 

・ＳＮＳ等の気軽な発信からも良い取組やアイデアを得ることができる。 

・良い取組が上手く発信できておらず、勿体ないと感じる。 

 

連携 情報発信 

意識 

●官民連携・民間連携について 

・ＳＤＧｓを通じた連携による取組の深化 

・ＳＤＧｓを通じた連携機会の拡大 
 
●効果的な情報発信について 

・情報発信機会の確保によるＳＤＧｓ意識の醸成 

・ターゲットを踏まえた効果的な発信 

地域や各団体で共通するＳＤＧｓ推進における課題 

 

  ・目的や意義の周知 

・発信機会の確保 

 

・ＳＤＧｓ意識や興味

の希薄さ 

・理解の促進 

 

・連携拡大の必要性 

・連携機会の減少 

 

連携 情報発信 

意識 

【第１回】立川市ＳＤＧｓ推進委員会における意見等 

 

「第２回立川市ＳＤＧｓ推進委員会」の開催にあたって 

 

【第２回】課題解決や今後の取組の方向性について 

相互的な関わり 

 

連
携
の
強
化
と
情
報
発
信
の
重
要
性 

資 料 ２ 

取り組む主体に

よって優先順位

や役割が変わる。 


